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一

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日（
金
曜
日
）

午
前
十
時
一
分
開
議

○
議
事
日
程

第
二
十
五
号

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

午
前
十
時
開
議

第
一

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

○
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

議
事
日
程
の
と
お
り

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

日
程
第
一

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。ま

ず
、
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
外
交
防
衛
委
員

長
里
見
隆
治
君
。

〔
審
査
報
告
書
及
び
議
案
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

〔
里
見
隆
治
君
登
壇
、
拍
手
〕

○
里
見
隆
治
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案

に
つ
き
ま
し
て
、
外
交
防
衛
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
自
衛
隊
の
任
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る

た
め
、
自
衛
官
定
数
の
変
更
、
航
空
自
衛
隊
の
航
空
宇
宙

自
衛
隊
へ
の
改
編
そ
の
他
の
自
衛
隊
の
組
織
の
改
編
を
行

う
と
と
も
に
、
防
衛
副
大
臣
の
定
数
を
一
名
増
加
す
る
ほ

か
、
若
年
定
年
に
よ
り
退
職
す
る
自
衛
官
に
対
す
る
再
就

職
の
援
助
の
拡
充
、
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
の
支
給
水

準
の
引
上
げ
等
の
自
衛
官
の
人
材
確
保
の
た
め
の
制
度
の

整
備
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
自
衛
官
定
数
の
変
更
の
影

響
、
自
衛
隊
の
組
織
改
編
に
伴
う
効
果
、
影
響
、
定
数
増

加
後
の
防
衛
副
大
臣
の
役
割
分
担
、
自
衛
官
の
人
材
確
保

の
た
め
の
更
な
る
取
組
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

共
産
党
の
山
添
委
員
よ
り
反
対
、
社
会
民
主
党
の
福
島
委

員
よ
り
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。次

い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。（
拍
手
）

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
こ
れ
よ
り
採
決
を
い
た
し
ま

す
。本

案
の
賛
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
い

ま
す
。

〔
投
票
開
始
〕

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
間
も
な
く
投
票
を
終
了
い
た
し

ま
す
。
―
―
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

〔
投
票
終
了
〕

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

投
票
総
数

二
百
四
十
二

賛
成

二
百
二
十
七

反
対

十
五

よ
っ
て
、
本
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
拍
手
）

〔
投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
議
長（
関
口
昌
一
君
）
本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し

ま
す
。

午
前
十
時
四
分
散
会

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

議

長

関
口

昌
一
君

副
議
長

福
山

哲
郎
君

議

員

中
田

優
子
君

宮
出

千
慧
君

平
戸

航
太
君

櫻
井

祥
子
君

後
藤

翔
太
君

小
林
さ
や
か
君

安
達

悠
司
君

塩
入

清
香
君

庭
田

幸
恵
君

杉
本

純
子
君

初
鹿
野
裕
樹
君

堂
込
麻
紀
子
君

大
津

力
君

岩
本

麻
奈
君

山
中

泉
君

浜
口

誠
君

松
田

学
君

安
藤

裕
君

梅
村
み
ず
ほ
君

礒
﨑

哲
史
君

神
谷

宗
幣
君

上
田

清
司
君

奥
村

祥
大
君

白
川

容
子
君

か
ご
し
ま
彰
宏
君

岩
渕

友
君

大
門
実
紀
史
君

牛
田

茉
友
君

水
野

孝
一
君

山
添

拓
君

江
原
く
み
子
君

原
田

秀
一
君

吉
良
よ
し
子
君

山
田

吉
彦
君

伊
藤

辰
夫
君

仁
比

聡
平
君

岡
崎

太
君

田
村

ま
み
君

芳
賀

道
也
君

小
池

晃
君

石

平
君

足
立

康
史
君

後
藤

斎
君

金
子

道
仁
君

松
野

明
美
君

浜
野

喜
史
君

伊
藤

孝
恵
君

青
島

健
太
君

中
条
き
よ
し
君

舟
山

康
江
君

榛
葉
賀
津
也
君

川
合

孝
典
君

嘉
田
由
紀
子
君

高
木
か
お
り
君

串
田

誠
一
君

片
山

大
介
君

石
井

苗
子
君

柴
田

巧
君

松
沢

成
文
君

浅
田

均
君

猪
瀬

�
樹
君

上
野
ほ
た
る
君

若
林

洋
平
君

新
実

彰
平
君

山
本

啓
介
君

な
が
え
孝
子
君

佐
々
木
り
え
君

永
井

学
君

友
納

理
緒
君

石
井
め
ぐ
み
君

福
山

守
君

脇

雅
昭
君

古
庄

玄
知
君

長
谷
川
英
晴
君

藤
井

一
博
君

星

北
斗
君

小
林

一
大
君

加
藤

明
良
君

生
稲

晃
子
君

赤
松

健
君

宮
本

周
司
君

阿
達

雅
志
君

山
田

宏
君

井
上

義
行
君

滝
波

宏
文
君

上
月

良
祐
君

北
村

経
夫
君

三
原
じ
ゅ
ん
子
君

堀
井

巌
君

舞
立

昇
治
君

山
下

雄
平
君

野
上
浩
太
郎
君

松
村

祥
史
君

古
賀
友
一
郎
君

高
橋

克
法
君

酒
井

庸
行
君

佐
藤

啓
君

山
谷
え
り
子
君

�

〇

〇

号

外

国
会
会
議
録
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

○
第
二
百
二
十
一
回

国

会

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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宮
沢

洋
一
君

野
村

哲
郎
君

小
野
田
紀
美
君

牧
野
た
か
お
君

片
山
さ
つ
き
君

望
月

良
男
君

北
村

晴
男
君

平
山
佐
知
子
君

齊
藤
健
一
郎
君

百
田

尚
樹
君

神
谷

政
幸
君

梶
原

大
介
君

越
智

俊
之
君

若
井

敦
子
君

宮
本

和
宏
君

東
野

秀
樹
君

山
本
佐
知
子
君

𠮷
井

章
君

い
ん
ど
う
周
作
君

か
ま
や
ち
敏
君

寺
田

静
君

臼
井

正
一
君

本
田

顕
子
君

加
田

裕
之
君

朝
日
健
太
郎
君

進
藤
金
日
子
君

今
井
絵
理
子
君

こ
や
り
隆
史
君

石
田

昌
宏
君

馬
場

成
志
君

藤
川

政
人
君

長
谷
川

岳
君

江
島

潔
君

渡
辺

猛
之
君

青
木

一
彦
君

磯
﨑

仁
彦
君

石
井

浩
郎
君

中
西

祐
介
君

山
本

順
三
君

岡
田

�
樹
君

松
山

政
司
君

末
松

信
介
君

有
村

治
子
君

高
良

沙
哉
君

安
野

貴
博
君

伊
波

洋
一
君

尾
辻

朋
実
君

高
橋
は
る
み
君

清
水

真
人
君

郡
山
り
ょ
う
君

出
川

桃
子
君

西
田

英
範
君

泉

房
穂
君

見
坂

茂
範
君

小
林
孝
一
郎
君

鈴
木

大
地
君

高
木

真
理
君

岩
本

剛
人
君

小
川

克
巳
君

船
橋

利
実
君

山
田

太
郎
君

自
見
は
な
こ
君

藤
木

眞
也
君

松
川

る
い
君

打
越
さ
く
良
君

大
�

敏
志
君

上
野

通
子
君

森

ま
さ
こ
君

古
川

俊
治
君

猪
口

邦
子
君

松
下

新
平
君

福
岡

資
麿
君

浅
尾
慶
一
郎
君

西
田

昌
司
君

吉
田

忠
智
君

櫻
井

充
君

鶴
保

庸
介
君

橋
本

聖
子
君

木
村

義
雄
君

鈴
木

宗
男
君

吉
川

沙
織
君

中
曽
根
弘
文
君

ラ
サ
ー
ル
石
井
君

奥
田
ふ
み
よ
君

福
島
み
ず
ほ
君

山
内
佳
菜
子
君

伊
勢
崎
賢
治
君

福
士

珠
美
君

小
島
と
も
子
君

大
島
九
州
男
君

横
沢

高
徳
君

村
田

享
子
君

三
上

え
り
君

古
賀

千
景
君

柴

愼
一
君

鬼
木

誠
君

羽
田

次
郎
君

塩
村
あ
や
か
君

田
島
麻
衣
子
君

岸

真
紀
子
君

石
垣
の
り
こ
君

熊
谷

裕
人
君

木
戸
口
英
司
君

古
賀

之
士
君

杉
尾

秀
哉
君

小
沢

雅
仁
君

石
橋

通
宏
君

勝
部

賢
志
君

森
本

真
治
君

小
西

洋
之
君

徳
永

エ
リ
君

�
藤

嘉
隆
君

水
岡

俊
一
君

田
名
部
匡
代
君

広
田

一
君

牧
山
ひ
ろ
え
君

森

ゆ
う
こ
君

青
木

愛
君

蓮

舫
君

辻
元

清
美
君

長
浜

博
行
君

川
村

雄
大
君

佐
々
木
雅
文
君

司

隆
史
君

下
野

六
太
君

窪
田

哲
也
君

原
田
大
二
郎
君

伊
藤

孝
江
君

宮
崎

勝
君

竹
内

真
二
君

里
見

隆
治
君

三
浦

信
祐
君

杉

�
武
君

横
山

信
一
君

上
田

勇
君

秋
野

公
造
君

高
橋

光
男
君

平
木

大
作
君

竹
谷
と
し
子
君

石
川

博
崇
君

谷
合

正
明
君

西
田

実
仁
君

天
畠

大
輔
君

国
務
大
臣

防

衛

大

臣

小
泉
進
次
郎
君

議
長
の
報
告
事
項

一
昨
二
十
四
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任
委
員

の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

総
務
委
員

辞
任

補
欠

出
川

桃
子
君

い
ん
ど
う
周
作
君

法
務
委
員

辞
任

補
欠

い
ん
ど
う
周
作
君

出
川

桃
子
君

加
田

裕
之
君

岡
田

�
樹
君

加
藤

明
良
君

有
村

治
子
君

経
済
産
業
委
員

辞
任

補
欠

有
村

治
子
君

加
藤

明
良
君

岡
田

�
樹
君

加
田

裕
之
君

同
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
特
別
委
員
の
辞
任
を

許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
及
び
人
工
知
能
の
活
用
等
に
関

す
る
特
別
委
員

辞
任

補
欠

見
坂

茂
範
君

出
川

桃
子
君

本
田

顕
子
君

若
井

敦
子
君

同
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
憲
法
審
査
会
委
員
の

辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

辞
任

補
欠

臼
井

正
一
君

西
田

英
範
君

同
日
委
員
会
に
お
い
て
選
任
し
た
理
事
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

議
院
運
営
委
員
会

理
事

礒
﨑

哲
史
君
（
礒
﨑
哲
史
君
の
補
欠
）

同
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
確
保
す
る
た
め
の
公
的

新
品
種
育
成
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
案（
舟
山
康
江

君
外
四
名
発
議
）（
参
第
一
一
号
）

同
日
衆
議
院
か
ら
予
備
審
査
の
た
め
次
の
議
案
が
送
付
さ

れ
た
。

自
動
車
盗
難
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
橋
本

幹
彦
君
外
三
名
提
出
）（
衆
第
一
九
号
）

盗
難
自
動
車
等
の
処
分
の
防
止
に
関
す
る
法
律
案（
西

岡
義
高
君
外
三
名
提
出
）（
衆
第
二
〇
号
）

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
河
井
昭
成
君
外
三
名
提
出
）（
衆
第
二
一
号
）

同
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出
案
を
外
交

防
衛
委
員
会
に
付
託
し
た
。

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法

第
一
八
号
）

昨
二
十
五
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任
委
員
の

辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

内
閣
委
員

辞
任

補
欠

小
島
と
も
子
君

石
橋

通
宏
君

総
務
委
員

辞
任

補
欠

山
崎

正
昭
君

出
川

桃
子
君

脇

雅
昭
君

木
村

義
雄
君

法
務
委
員

辞
任

補
欠

出
川

桃
子
君

山
崎

正
昭
君

外
交
防
衛
委
員

辞
任

補
欠

小
野
田
紀
美
君

西
田

英
範
君

�
国
会
法
第
四
十
二
�

�
条
第
二
項
た
だ
し
	

�
書
の
規
定
に
よ
る
	



も
の

�

�
国
会
法
第
四
十
二
�

�
条
第
三
項
の
規
定
	



に
よ
る
も
の

�

堀
井

巌
君

松
川

る
い
君

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

議
長
の
報
告
事
項
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三

財
政
金
融
委
員

辞
任

補
欠

西
田

英
範
君

小
野
田
紀
美
君

厚
生
労
働
委
員

辞
任

補
欠

木
村

義
雄
君

脇

雅
昭
君

石
橋

通
宏
君

小
島
と
も
子
君

予
算
委
員

辞
任

補
欠

松
川

る
い
君

堀
井

巌
君

決
算
委
員

辞
任

補
欠

奥
村

祥
大
君

竹
詰

仁
君

議
院
運
営
委
員

辞
任

補
欠

竹
詰

仁
君

奥
村

祥
大
君

同
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
特
別
委
員
の
辞
任
を

許
可
し
、
そ
の
補
欠
を
指
名
し
た
。

災
害
対
策
及
び
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員

辞
任

補
欠

橋
本

聖
子
君

本
田

顕
子
君

同
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
衆
第
二
二
号
）

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案（
衆
第
二
三
号
）

同
日
衆
議
院
か
ら
次
の
内
閣
提
出
案
を
受
領
し
た
。

電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
三

六
号
）

同
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
に
お
い
て
修
正
議
決
し
た
次
の

内
閣
提
出
案
を
受
領
し
た
。

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
四
一
号
）

同
日
衆
議
院
か
ら
予
備
審
査
の
た
め
次
の
議
案
が
送
付
さ

れ
た
。

有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
に
係
る
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
委
員
長
提
出
）（
衆

第
二
二
号
）

高
等
学
校
の
定
時
制
教
育
及
び
通
信
教
育
振
興
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案（
文
部
科
学
委
員
長
提
出
）（
衆

第
二
三
号
）

特
別
市
の
設
置
に
係
る
制
度
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る

法
律
案（
西
岡
義
高
君
外
一
名
提
出
）（
衆
第
二
四
号
）

大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
西
岡
義
高
君
外
一
名
提

出
）（
衆
第
二
五
号
）

公
職
選
挙
法
及
び
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通

に
よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
侵
害
等
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
逢
沢
一
郎
君
外
十

名
提
出
）（
衆
第
二
六
号
）

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備

に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案（
簗
和
生
君
外

七
名
提
出
）（
衆
第
二
七
号
）

衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
改
革
及
び
定
数
削
減
に
関
す

る
法
律
案（
加
藤
勝
信
君
外
十
一
名
提
出
）（
衆
第
二
八

号
）

同
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
予
備
審
査
の
た
め
衆

議
院
に
送
付
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案

（
高
木
真
理
君
外
一
名
発
議
）

同
日
衆
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内
閣
提
出
案

は
、
同
院
に
お
い
て
こ
れ
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受

領
し
た
。

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

同
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法

第
一
八
号
）審
査
報
告
書

同
日
衆
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
た

旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処

罰
に
関
す
る
法
律
及
び
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

審
査
報
告
書

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

右
は
多
数
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
。

よ
っ
て
要
領
書
を
添
え
て
報
告
す
る
。

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

外
交
防
衛
委
員
長

里
見

隆
治

参
議
院
議
長

関
口

昌
一
殿

要
領
書

一
、
委
員
会
の
決
定
の
理
由

本
法
律
案
は
、
自
衛
隊
の
任
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図

る
た
め
、
自
衛
官
定
数
の
変
更
、
航
空
自
衛
隊
の
航
空

宇
宙
自
衛
隊
へ
の
改
編
そ
の
他
の
自
衛
隊
の
組
織
の
改

編
を
行
う
と
と
も
に
、
防
衛
副
大
臣
の
定
数
を
一
名
増

加
す
る
ほ
か
、
若
年
定
年
に
よ
り
退
職
す
る
自
衛
官
に

対
す
る
再
就
職
の
援
助
の
拡
充
、
若
年
定
年
退
職
者
給

付
金
の
支
給
水
準
の
引
上
げ
等
の
自
衛
官
の
人
材
確
保

の
た
め
の
制
度
の
整
備
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で

あ
っ
て
、
お
お
む
ね
妥
当
な
措
置
と
認
め
る
。

一
、
費
用

本
法
施
行
に
伴
い
、
令
和
八
年
度
一
般
会
計
予
算

（
防
衛
省
所
管
）に
人
的
基
盤
の
抜
本
的
強
化
に
係
る
経

費
等
と
し
て
約
二
十
四
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

右
の
内
閣
提
出
案
は
本
院
に
お
い
て
こ
れ
を
可
決
し

た
。

よ
っ
て
国
会
法
第
八
十
三
条
に
よ
り
送
付
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
八
日

衆
議
院
議
長

森

英
介

参
議
院
議
長

関
口

昌
一
殿

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

防
衛
省
設
置
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六

十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
第
三
号
中「
航

空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
る
。

第
六
条
中「
十
四
万
九
千
四
百
三
人
」を「
十
四
万
九

千
百
十
一
人
」に
、「
四
万
五
千
四
百
六
十
二
人
、
航
空

自
衛
隊
」を「
四
万
五
千
四
百
七
十
一
人
、
航
空
宇
宙
自

衛
隊
」に
、「
航
空
自
衛
官
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
官
」

に
、「
四
万
七
千
百
三
十
一
人
」を「
四
万
七
千
百
八
十

三
人
」に
、「
二
千
四
百
二
十
三
人
」を「
二
千
六
百
二
十

六
人
」に
、「
三
百
四
十
三
人
」を「
三
百
四
十
六
人
」

に
、「
千
九
百
三
十
六
人
」を「
千
九
百
六
十
一
人
」に
改

め
る
。

第
十
二
条
中「
航
空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
長
」

に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中「
航
空
幕
僚
監
部
」を「
航
空
宇

宙
幕
僚
監
部
」に
、「
航
空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚

長
」に
、「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改

め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
四
項
中「
航
空
幕
僚
長
」を「
航
空

宇
宙
幕
僚
長
」に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中「
航
空
幕
僚
監
部
」を「
航
空
宇

宙
幕
僚
監
部
」に
、「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛

隊
」に
改
め
る
。

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

議
長
の
報
告
事
項

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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第
二
十
一
条
第
一
項
中「
航
空
幕
僚
監
部
の
長
を
航

空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
監
部
の
長
を
航
空
宇
宙

幕
僚
長
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
航
空
幕
僚
長
は
航

空
自
衛
官
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
長
は
航
空
宇
宙
自
衛

官
」に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中「
航
空
自
衛
隊
に
」を「
航
空
宇
宙
自

衛
隊
に
」に
改
め
、
同
条
第
六
号
中「
航
空
幕
僚
長
」を

「
航
空
宇
宙
幕
僚
長
」に
、「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇

宙
自
衛
隊
」に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中「
航
空
幕
僚
監
部
は
航
空
自
衛
隊
」を

「
航
空
宇
宙
幕
僚
監
部
は
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め

る
。第

二
十
五
条
第
一
項
中「
航
空
幕
僚
監
部
」を「
航
空

宇
宙
幕
僚
監
部
」に
、「
航
空
幕
僚
副
長
」を「
航
空
宇
宙

幕
僚
副
長
」に
、「
航
空
自
衛
官
」を「
航
空
宇
宙
自
衛

官
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
航
空
幕
僚
副
長
」を「
航

空
宇
宙
幕
僚
副
長
」に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

自
衛
隊
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五

号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改

め
る
。

第
二
条
第
一
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自

衛
隊
」に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航

空
宇
宙
自
衛
隊
」に
、「
航
空
幕
僚
監
部
」を「
航
空
宇
宙

幕
僚
監
部
」に
、「
航
空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚

長
」に
改
め
る
。

第
三
条
第
三
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自

衛
隊
」に
、「
空
に
」を「
空
及
び
宇
宙
に
」に
改
め
る
。

第
八
条
た
だ
し
書
中「
航
空
自
衛
隊
の
部
隊
」を「
航

空
宇
宙
自
衛
隊
の
部
隊
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中「
航

空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
、
同
条
第

四
号
中「
航
空
幕
僚
監
部
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
監
部
」

に
、「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
、「
航

空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
長
」に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中「
航
空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕

僚
長
」に
、「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に

改
め
る
。

第
九
条
の
二
中「
航
空
幕
僚
長
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚

長
」に
改
め
る
。

第
三
章
第
三
節
の
節
名
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空

宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙

自
衛
隊
」に
改
め
、「
航
空
総
隊
」の
下
に「
、
宇
宙
作
戦

集
団
」を
加
え
、「
航
空
教
育
集
団
、
航
空
開
発
実
験
集

団
」を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
」に
改
め
、
同
条
中
第
七

項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

「
航
空
教
育
集
団
は
、
航
空
教
育
集
団
司
令
部
」を「
航

空
宇
宙
教
育
集
団
は
、
航
空
宇
宙
教
育
集
団
司
令
部
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
四
項

を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

4

宇
宙
作
戦
集
団
は
、
宇
宙
作
戦
集
団
司
令
部
及
び

宇
宙
作
戦
団
そ
の
他
の
直
轄
部
隊
か
ら
成
る
。

第
二
十
条
の
五
を
削
る
。

第
二
十
条
の
四
の
見
出
し
を「（
航
空
宇
宙
教
育
集
団

司
令
官
）」に
改
め
、
同
条
中「
航
空
教
育
集
団
の
」を

「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
の
」に
、「
航
空
教
育
集
団
司
令

官
」を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
司
令
官
」に
改
め
、
同
条

を
第
二
十
条
の
五
と
し
、
第
二
十
条
の
三
を
第
二
十
条

の
四
と
し
、
第
二
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

宇
宙
作
戦
集
団
司
令
官
）

第
二
十
条
の
三

宇
宙
作
戦
集
団
の
長
は
、
宇
宙
作
戦

集
団
司
令
官
と
す
る
。

2

宇
宙
作
戦
集
団
司
令
官
は
、
防
衛
大
臣
の
指
揮
監

督
を
受
け
、
宇
宙
作
戦
集
団
の
隊
務
を
統
括
す
る
。

第
二
十
条
の
七
第
二
項
中「
航
空
教
育
集
団
に
」を

「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
に
」に
、「
航
空
教
育
集
団
司
令

官
」を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
司
令
官
」に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
八
中「
航
空
総
隊
」の
下
に「
、
宇
宙
作

戦
集
団
」を
加
え
、「
航
空
教
育
集
団
、
航
空
開
発
実
験

集
団
」を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
」に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中「
航
空
総
隊
、」の
下
に「
宇
宙

作
戦
集
団
、」を
加
え
、「
航
空
教
育
集
団
、
航
空
開
発

実
験
集
団
」を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
」に
改
め
、「
航
空

総
隊
司
令
部
、」の
下
に「
宇
宙
作
戦
集
団
司
令
部
、」を

加
え
、「
航
空
教
育
集
団
司
令
部
、
航
空
開
発
実
験
集

団
司
令
部
」を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
司
令
部
」に
改
め

る
。第

二
十
一
条
の
二
第
一
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航

空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
航
空
自
衛

隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
、「
航
空
総
隊
」の

下
に「
、
宇
宙
作
戦
集
団
」を
加
え
、「
、
航
空
教
育
集

団
及
び
航
空
開
発
実
験
集
団
」を「
及
び
航
空
宇
宙
教
育

集
団
」に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇

宙
自
衛
隊
」に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
中「
航

空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
、
同
条
第

五
項
中「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」を「
及
び
前
二
項
」

に
、「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め

る
。第

二
十
五
条
第
一
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇

宙
自
衛
隊
」に
改
め
、
同
条
第
八
項
中「
航
空
自
衛
隊
」

を「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
、「
航
空
教
育
集
団
司
令
官
」

を「
航
空
宇
宙
教
育
集
団
司
令
官
」に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空
宇

宙
自
衛
隊
」に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中「
航
空
幕
僚
監

部
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
監
部
」に
、「
航
空
自
衛
隊
」を

「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
、「
に
係
る
」を「
又
は
次
の
イ

若
し
く
は
ハ
に
該
当
す
る
隊
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
」

に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
十
の
見
出
し
を「（
就
職
の
援
助
）」に

改
め
、
同
条
第
一
項
中「
防
衛
大
臣
は
」の
下
に「
、
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」を
、「
援
助
」の
下

に「
及
び
第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
又
は
ハ

に
該
当
す
る
隊
員
で
あ
つ
た
者
の
離
職
後
そ
の
年
齢
が

六
十
五
年
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
就
職
の
援
助
」を
加

え
る
。

第
九
十
六
条
第
一
項
中「
の
各
号
」を
削
り
、
同
項
第

一
号
中「
航
空
幕
僚
監
部
」を「
航
空
宇
宙
幕
僚
監
部
」に

改
め
る
。

別
表
第
一
中�
第
十
五
旅
団

第
十
五
旅
団
司
令
部

�を�
第
十
五
師
団

第
十
五
師
団
司
令
部

�に

改
め
る
。

別
表
第
三
中 �
航
空
支
援
集
団

航
空
教
育
集
団

航
空
開
発
実
験
集
団

航
空
支
援
集

航
空
教
育
集

航
空
開
発
実

団
司
令
部

団
司
令
部

験
集
団
司
令
部

東
京
都

浜
松
市

東
京
都
� を �

宇
宙
作
戦
集
団

航
空
支
援
集
団

航
空
宇
宙
教
育
集
団

宇
宙
作
戦
集
団
司
令
部

航
空
支
援
集
団
司
令
部

航
空
宇
宙
教
育
集
団
司
令
部

東
京
都

東
京
都

浜
松
市
�
に
改
め

る
。

（
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
家
行
政
組
織
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
防
衛
省
の
項
中「
一
人
」を「
二
人
」に
改
め

る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
四
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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第
五
条
第
一
項
第
二
号
中「
航
空
自
衛
隊
」を「
航
空

宇
宙
自
衛
隊
」に
、「
航
空
自
衛
官
」を「
航
空
宇
宙
自
衛

官
」に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
中「
自
衛
官
を
除
く
。」の
下
に「
次

項
、」を
加
え
、「
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
第
一
号
」を

「
第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
」に
改
め
、「
引
き
続
い
た
」

及
び「（
同
条
か
ら
第
二
十
七
条
の
十
ま
で
、
第
二
十
七

条
の
十
二
及
び
第
二
十
七
条
の
十
三
に
お
い
て
単
に

「
在
職
期
間
」と
い
う
。）」を
削
り
、
同
条
第
一
号
中「
こ

の
条
」を「
こ
の
項
」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

2

前
項
の
在
職
期
間
は
、
自
衛
官
と
な
つ
た
日
か
ら

自
衛
官
を
退
職
し
た
日
ま
で
の
期
間（
当
該
期
間
が

二
以
上
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
合
算
し
た

期
間
）と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
は
、
初
め
て
自
衛
官
と
な
つ
た
日
か
ら
当
該
各

号
に
定
め
る
日（
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）ま
で
の
期
間（
自
衛
官
で
あ

つ
た
期
間
に
限
る
。）を
除
く
。

一

在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
自
衛
隊
法
第
三

十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
た
場
合

そ
の
失
職
し
た
日

二

在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
自
衛
隊
法
第
四
十

六
条
の
規
定
に
よ
る
免
職
の
処
分
を
受
け
た
場

合

そ
の
処
分
を
受
け
た
日

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
中「
一
・
七
一
四
」を

「
二
・
五
七
一
」に
、「
四
・
二
八
六
」を「
六
・
四
二
九
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中「
前
条
第
三
号
」を「
前
条
第

一
項
第
三
号
」に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中「
六
」を「
九
」に
、

「
一
・
七
一
四
」を「
二
・
五
七
一
」に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
八
第
一
項
第
二
号
中「
在
職
期
間
」の

下
に「（
自
衛
官
と
な
つ
た
日
か
ら
自
衛
官
を
退
職
し
た

日
ま
で
の
期
間（
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
期
間
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か

ら
第
二
十
七
条
の
十
ま
で
、
第
二
十
七
条
の
十
二
及
び

第
二
十
七
条
の
十
三
に
お
い
て
同
じ
。）」を
加
え
る
。

第
三
十
条
中「
第
二
十
七
条
の
二
」を「
第
二
十
七
条

の
二
第
一
項
」に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
項
中「
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
及
び
」

を「
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
」に
改
め
、

同
項
の
表
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
の
項
中「
第
二
十

七
条
の
二
第
一
号
」を「
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一

号
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
項
中

「
一
・
三
八
」を「
一
・
八
四
」に
、「
二
・
〇
七
」を

「
二
・
七
六
」に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
項
中「
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
、」を

「
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、」に
改
め
、
同
項

の
表
第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
の
項
中「
第
二
十
七
条

の
二
第
一
号
」を「
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
項
中

「
一
・
七
一
四
」を「
二
・
五
七
一
」に
、「
一
・
三
八
」を

「
一
・
八
四
」に
、「
四
・
二
八
六
」を「
六
・
四
二
九
」

に
、「
二
・
〇
七
」を「
二
・
七
六
」に
改
め
、
同
表
第
二

十
七
条
の
四
第
一
項
の
項
中「
六
」を「
九
」に
、「
三
・

四
五
」を「
四
・
六
」に
、「
一
・
七
一
四
」を「
二
・
五
七

一
」に
、「
一
・
三
八
」を「
一
・
八
四
」に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
項

中�
六

三
・
四
五�を�

九

四
・
六

�に
、「
一
・
七
一
四
」を「
二
・
五
七

一
」に
、「
一
・
三
八
」を「
一
・
八
四
」に
改
め
る
。

第
五
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
中「
、
二
回
」を「
、
三
回
」

に
、「
そ
れ
ぞ
れ
」を「
、
そ
の
者
が
自
衛
官
以
外
の
職

員
の
定
年
に
達
す
る
日
の
翌
日
の
属
す
る
年（
そ
の
者

の
定
年
に
達
す
る
日
か
ら
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年

に
達
す
る
日
の
翌
日
の
属
す
る
年
ま
で
の
期
間
が
一
年

以
内
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
。

以
下
同
じ
。）の
防
衛
省
令
で
定
め
る
月
に
第
三
回
目
の

給
付
金
を
そ
れ
ぞ
れ
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
及
び

第
二
回
目
の
給
付
金
の
額
」を「
、
第
二
回
目
の
給
付
金

及
び
第
三
回
目
の
給
付
金
の
額
」に
、「
二
・
五
七
一
」

を「
二
・
二
五
」に
、「
六
・
四
二
九
」を「
四
・
五
を
、

第
三
回
目
の
給
付
金
に
あ
つ
て
は
二
・
二
五
」に
改

め
、「
に
、
第
一
回
目
の
給
付
金
及
び
第
二
回
目
の
給

付
金
の
支
給
さ
れ
る
時
期
並
び
に
算
定
基
礎
期
間
の
年

数
を
勘
案
し
て
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
算

定
基
礎
期
間
の
年
数
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る
率
を
乗

じ
て
得
た
額
」を
削
り
、
同
条
第
三
項
中「
及
び
第
二
回

目
」を「
、
第
二
回
目
の
給
付
金
及
び
第
三
回
目
」に
改

め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中「
給
与
年
額
相
当
額
か

ら
そ
の
者
に
係
る
俸
給
月
額
に
二
・
五
七
一
」を「
給
与

年
額
調
整
額（
そ
の
者
に
係
る
給
与
年
額
相
当
額
に
そ

の
者
に
係
る
退
職
前
五
年
間
の
各
年
に
お
け
る
俸
給
の

特
別
調
整
額
、
本
府
省
業
務
調
整
手
当
、
地
域
手
当
、

広
域
異
動
手
当
、
住
居
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
、
航
空

手
当
、
乗
組
手
当
、
落
下
傘
隊
員
手
当
、
特
別
警
備
隊

員
手
当
、
特
殊
作
戦
隊
員
手
当
、
航
空
管
制
官
手
当
、

勤
勉
手
当
及
び
寒
冷
地
手
当
の
合
計
額
の
う
ち
当
該
期

間
内
に
お
い
て
最
も
高
い
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
額
を
加
え
た
額（
第
二
号
及
び

第
四
項
第
二
号
に
お
い
て「
加
算
調
整
上
限
額
」と
い

う
。）ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
計
算
し
た
額
に
相
当
す
る
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）か
ら
そ
の
者
に
係
る
俸
給
月
額
に
三
」に
、「
に
、

そ
の
者
に
係
る
支
給
調
整
上
限
額
か
ら
退
職
の
翌
年
に

お
け
る
そ
の
者
の
所
得
金
額
を
減
じ
た
額
を
そ
の
者
に

係
る
支
給
調
整
上
限
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
支
給
調
整

下
限
額
を
減
じ
た
額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得

た
」を「
か
ら
支
給
調
整
額（
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら

第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
た
額
に
〇
・
七
五
を
乗
じ

て
得
た
額
を
い
う
。
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）

を
減
じ
た
」に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
給
付
金

の
合
計
額

二

前
号
に
掲
げ
る
額
に
そ
の
者
に
係
る
加
算
調
整

上
限
額
か
ら
退
職
の
翌
年
に
お
け
る
そ
の
者
の
所

得
金
額
を
減
じ
た
額
を
算
定
調
整
額（
そ
の
者
に

係
る
加
算
調
整
上
限
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
支
給

調
整
下
限
額
を
減
じ
た
額
を
い
う
。
第
四
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。）で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て

得
た
額

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

一

そ
の
者
に
係
る
支
給
調
整
上
限
額
を
超
え
、
そ

の
者
に
係
る
給
与
年
額
調
整
額
に
満
た
な
い
場

合

支
給
調
整
額
か
ら
そ
の
者
に
係
る
前
条
第
二

項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
第
二
回

目
の
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
に

相
当
す
る
金
額

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
第
二
号
中「
給
与
年
額
相

当
額
」を「
給
与
年
額
調
整
額
」に
改
め
、
同
条
第
四
項

中「
前
三
項
」を「
前
各
項
」に
、「
金
額
と
の
」を「
金
額

（
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）と
の
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

4

若
年
定
年
退
職
者
が
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年

に
達
す
る
日
の
翌
日
の
属
す
る
年
の
前
年
に
お
け
る

そ
の
者
の
所
得
金
額（
第
二
号
及
び
次
項
に
お
い
て

単
に「
所
得
金
額
」と
い
う
。）が
支
給
調
整
下
限
額
を

超
え
、
給
与
年
額
調
整
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
三
回
目
の
給
付
金
の
額
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

り
計
算
し
た
第
三
回
目
の
給
付
金
の
額
に
相
当
す
る

額
か
ら
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ

る
額
を
減
じ
た
額
に
〇
・
二
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を

減
じ
た
額
と
す
る
。

一

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
給
付
金

の
合
計
額

二

前
号
に
掲
げ
る
額
に
そ
の
者
に
係
る
加
算
調
整

上
限
額
か
ら
所
得
金
額
を
減
じ
た
額
を
算
定
調
整

額
で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額

5

所
得
金
額
が
そ
の
者
に
係
る
給
与
年
額
調
整
額
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
第
三
回
目
の
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
中「
係
る
給
付
金
」の
下
に

「（
第
一
回
目
及
び
第
二
回
目
の
も
の
に
限
る
。）」を
加

え
、「
に
規
定
す
る
額
」を「
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た

額
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中「
前
条
第
四
項

に
規
定
す
る
」を「
前
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し

た
」に
、「
給
与
年
額
相
当
額
」を「
給
与
年
額
調
整
額
」

に
、「
本
文
」を「
こ
の
項
本
文
」に
改
め
、
同
条
第
三
項

中「
給
与
年
額
相
当
額
」を「
給
与
年
額
調
整
額
」に
改
め

る
。第

二
十
七
条
の
六
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
給
付
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
若
年
定
年
退
職
者
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
日
ま
で
に
、
防
衛
大
臣
又
は
そ
の

委
任
を
受
け
た
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措

置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
者
の
退
職
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
々
年

の
防
衛
省
令
で
定
め
る
日

防
衛
省
令
で
定
め
る

書
類
を
添
え
て
、
そ
の
者
の
退
職
の
翌
年
に
お
け

る
所
得
に
関
す
る
事
項
を
届
け
出
る
こ
と
。

二

そ
の
者
が
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年
に
達
す

る
日
の
翌
日
の
属
す
る
年
の
防
衛
省
令
で
定
め
る

日

防
衛
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該

年
の
前
年
に
お
け
る
所
得
に
関
す
る
事
項
を
届
け

出
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
中「
の
規
定
に
よ
り
」を

「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
」に

改
め
、「
又
は
書
類
の
提
出
」を
削
り
、「
同
項
の
規
定

に
よ
る
」を「
当
該
」に
改
め
、「
及
び
次
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
給
付
金
」を
削
り
、
同
条
第
三
項
中「
の
規
定

に
よ
り
」を「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

に
よ
る
」に
改
め
、「
又
は
書
類
の
提
出
」を
削
り
、

「
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」を「
、
当
該
」に
改
め
、

「
及
び
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
金
」を
削
り
、

同
条
第
四
項
中「
前
二
項
」を「
前
三
項
」に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

4

第
一
項（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

に
よ
る
届
出
を
な
す
べ
き
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な

く
て
、
当
該
届
出
を
し
な
い
と
き
は
、
防
衛
大
臣

は
、
第
三
回
目
の
給
付
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
七

削
除

第
二
十
七
条
の
九
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中

「
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」を「
第
三

回
目
の
」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
第
二
十
七
条
の
七

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」及
び「
同
項
の
規
定
に
よ
る
」

を「
第
三
回
目
の
」に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

一

第
一
回
目
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
前
に
死

亡
し
た
場
合

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
第
一
回
目
の

給
付
金
、
第
二
回
目
の
給
付
金
及
び
第
三
回
目
の

給
付
金
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
月
に
そ
れ
ぞ

れ
支
給
す
る
。

二

第
一
回
目
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
後
第
二

回
目
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た

場
合

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
第
二
回
目
の
給
付
金

及
び
第
三
回
目
の
給
付
金
を
防
衛
省
令
で
定
め
る

月
に
支
給
す
る
。

三

第
二
回
目
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
後
第
三

回
目
の
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た

場
合

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
第
三
回
目
の
給
付
金

を
防
衛
省
令
で
定
め
る
月
に
支
給
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
中「
に
規
定
す

る
額
」を「
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
」に
改
め
、
同

項
第
二
号
中「
そ
の
者
の
平
均
所
得
金
額
を
そ
の
者
の

退
職
の
翌
年
に
お
け
る
所
得
金
額
と
み
な
し
て
同
条
第

二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
の
規
定
を
適
用
し

た
場
合
に
お
け
る
第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す

る
」を「
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
」に
改

め
、
同
条
第
四
項
中「
第
一
項
各
号
」を「
第
一
項
第
一

号
又
は
第
二
号
」に
、「
平
均
所
得
金
額
」を「
退
職
の
翌

年
に
お
け
る
所
得
金
額
」に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削

り
、
同
条
第
七
項
中「
平
均
所
得
金
額
」を「
退
職
の
翌

年
に
お
け
る
所
得
金
額
」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八

項
と
し
、
同
条
第
六
項
中「
平
均
所
得
金
額
が
」を「
退

職
の
翌
年
に
お
け
る
所
得
金
額
が
」に
改
め
、「
、
当
該

平
均
所
得
金
額
を
当
該
若
年
定
年
退
職
者
の
退
職
の
翌

年
に
お
け
る
所
得
金
額
と
そ
れ
ぞ
れ
」を
削
り
、
同
項

を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中「
平
均
所
得
金

額
」を「
退
職
の
翌
年
に
お
け
る
所
得
金
額
」に
、「
給
与

年
額
相
当
額
」を「
給
与
年
額
調
整
額
」に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

5

第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
若
年
定
年
退
職
者
が

自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年
に
達
す
る
日
の
翌
日
の

属
す
る
年
の
前
年
に
お
け
る
そ
の
者
の
所
得
金
額
が

そ
の
者
に
係
る
給
与
年
額
調
整
額
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
定
め

る
第
三
回
目
の
給
付
金
は
、
支
給
し
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
一
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項

中「
同
条
第
一
項
」を「
同
条
第
一
項
第
一
号
」に
、「
以

降
の
各
年
」を「
」と
、
同
項
第
二
号
中「
そ
の
者
が
自
衛

官
以
外
の
職
員
の
定
年
に
達
す
る
日
の
翌
日
の
属
す
る

年
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
日
」と
あ
る
の
は「
防
衛
省
令

で
定
め
る
日
」と
、「
当
該
年
の
前
年
」と
あ
る
の
は「
若

年
定
年
退
職
者
が
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年
に
達
す

る
日
の
翌
日
の
属
す
る
年
の
前
年
」に
改
め
、「
、「
第

二
回
目
の
給
付
金
及
び
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給

付
金
」と
あ
る
の
は「
第
二
回
目
の
給
付
金
」と
」を
削

り
、「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
十
項
」を「
第
二
十
七
条

の
十
一
第
九
項
」に
改
め
、「
の
規
定
に
よ
る
給
付
金
及

び
次
条
第
一
項
」を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
す

る
。第

二
十
七
条
の
十
二
第
十
一
項
中「
前
条
第
六
項
並

び
に
同
条
第
十
項
」を「
前
条
第
七
項
並
び
に
同
条
第
九

項
」に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
中「
第
二
十
七
条
の
十

一
第
六
項
」を「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
七
項
」に
、「
同

条
第
十
項
」を「
同
条
第
九
項
」に
、「
第
二
十
七
条
の
十

一
第
七
項
」を「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
八
項
」に
、「
同

条
第
六
項
」を「
同
条
第
七
項
」に
改
め
、
同
条
第
三
項

中「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
七
項
」を「
第
二
十
七
条
の

十
一
第
八
項
」に
、「
同
条
第
六
項
」を「
同
条
第
七
項
」

に
改
め
、
同
条
第
九
項
中「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
七

項
」を「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
八
項
」に
、「
同
条
第
七

項
」を「
同
条
第
八
項
」に
、「
同
条
第
六
項
」を「
同
条
第

七
項
」に
改
め
る
。

第
三
十
条
中「
第
二
十
七
条
の
六
第
四
項（
第
二
十
七

条
の
十
一
第
十
項
」を「
第
二
十
七
条
の
六
第
五
項（
第

二
十
七
条
の
十
一
第
九
項
」に
改
め
る
。

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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七

附
則
第
十
二
項
の
表
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
項
中「
二
回
に
」を「
三
回
に
」に
、�
第
二
回
目
の
給
付

金

前
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
第
二
回
目
の
給
付
金（
以
下
単
に

「
第
二
回
目
の
給
付
金
」と
い
う
。）

�を �
第
二
回
目
の
給
付

金

前
期
算
定
基
礎
期
間
に

「
第
二
回
目
の
給
付
金
」

第
三
回
目
の
給
付

金

前
期
算
定
基
礎
期
間
に

「
第
三
回
目
の
給
付
金
」

係
る
第
二
回
目
の
給
付
金（
以
下
単
に

と
い
う
。）

係
る
第
三
回
目
の
給
付
金（
以
下
単
に

と
い
う
。）

� に
、「
第
三
回
目
の
給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」に
、「
第
四
回
目

の
給
付
金
」を「
第
五
回
目
の
給
付
金
」と
い
う
。）を
、
そ
の
者
が
自
衛
官
以
外
の
職
員
の
定
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

の
属
す
る
年
の
防
衛
省
令
で
定
め
る
月
に
後
期
算
定
基
礎
期
間
に
係
る
第
三
回
目
の
給
付
金（
次
項
及
び
第
三
項
に

お
い
て「
第
六
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
項
及
び
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
の
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
二
項

次
条
に
お
い
て

以
下

算
定
基
礎
期
間

（
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
そ
の
者
に
係

る
定
年
に
達
す
る

日
の
翌
日
か
ら
自

衛
官
以
外
の
職
員

の
定
年
に
達
す
る

日
ま
で
の
期
間
を

い
う
。
以
下
同

じ
。）

前
期
算
定
基
礎
期
間

得
た
額
と
す
る

得
た
額
と
し
、
第
四
回
目
の
給
付
金
、
第
五
回
目
の
給
付

金
及
び
第
六
回
目
の
給
付
金
の
額
は
、
退
職
の
日
に
お
い

て
そ
の
者
の
受
け
て
い
た
俸
給
月
額
に
後
期
算
定
基
礎
期

間
の
年
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
第
四
回
目
の
給
付
金
に
あ

つ
て
は
一
・
一
五
を
、
第
五
回
目
の
給
付
金
に
あ
つ
て
は

二
・
三
を
、
第
六
回
目
の
給
付
金
に
あ
つ
て
は
一
・
一
五

を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
二
十
七
条
の
三
第
三
項

第
三
回
目
の
給
付

金

第
三
回
目
の
給
付
金
並
び
に
第
四
回
目
の
給
付
金
、
第
五

回
目
の
給
付
金
及
び
第
六
回
目
の
給
付
金

附
則
第
十
三
項
の
表
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
項
中「
二
・
五
七
一
」を「
二
・
二
五
」に
、「
一
・
八
四
」を

「
一
・
一
五
」に
、「
六
・
四
二
九
」を「
四
・
五
」に
、「
二
・
七
六
」を「
二
・
三
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
四
第

一
項
の
項
中「
二
・
五
七
一
」を「
三
を
」に
、「
一
・
八
四
」を「
一
・
五
三
三
三
三
三
を
」に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
項
中「
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第

二
十
七
条
の
七
第
一
項
」を「
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二

十
七
条
の
六
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
七
条
の
十
一
第
九
項
」に
改
め
、
同
項

の
表
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
三
第
一
項

自
衛
官
以
外
の
職

員
の
定
年

年
齢
六
十
年

附
則
第
十
四
項
の
表
第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
四
項

自
衛
官
以
外
の
職

員
の
定
年

年
齢
六
十
年

第
三
回
目
の
給
付

金
の
額
は
、
こ
れ

ら

第
三
回
目
の
給
付
金（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
三
回
目
の
給

付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
額
は
、
附
則
第
十
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

第
二
十
七
条
の
六
第
一
項

第
二
号

自
衛
官
以
外
の
職

員
の
定
年

年
齢
六
十
年

附
則
第
十
四
項
の
表
第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
の
項
及
び
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。第

二
十
七
条
の
六
第
二
項

第
二
回
目
の
給
付

金

第
二
回
目
の
給
付
金
、
第
三
回
目
の
給
付
金
、
第
四
回
目

の
給
付
金（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
第
四
回
目
の

給
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
第
五
回
目
の
給
付
金

（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
第
五
回
目
の
給
付
金
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）及
び
第
六
回
目
の
給
付
金（
附
則
第
十
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第

六
回
目
の
給
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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第
二
十
七
条
の
六
第
三
項

前
条
第
一
項

前
期
算
定
基
礎
期
間（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
前

期
算
定
基
礎
期
間
を
い
う
。）及
び
後
期
算
定
基
礎
期
間

（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
算
定
基
礎
期
間
を
い
う
。）に
係

る
前
条
第
一
項

附
則
第
十
四
項
の
表
第
二
十
七
条
の
六
第
三
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
六
第
四
項

第
三
回
目
の
給
付

金

第
三
回
目
の
給
付
金
、
第
四
回
目
の
給
付
金
、
第
五
回
目

の
給
付
金
及
び
第
六
回
目
の
給
付
金

附
則
第
十
四
項
の
表
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
の
項
中「
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
」を「
第
二
十
七
条
の
十
一
第

九
項
」に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
項
中「
第
二
十
七
条
の
七
ま
で
」を「
第
二
十
七
条
の
六
ま
で
」に
改
め
、
同
項
の
表
第
二
十
七
条
の
四

第
一
項
の
項
中「
二
・
五
七
一
」を「
三
を
」に
、「
一
・
八
四
」を「
一
・
五
三
三
三
三
三
を
」に
、「
第
四
回
目
の
給
付

金
」を「
第
五
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
四
第
二
項
の
項
中「
第
四
回
目
の
給
付
金
」を「
第
五
回

目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
の
項
中「
第
三
回
目
の
給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」

に
、�
退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

�を �
退
職
の
翌
年

第
二
回
目
の
給

金
の
額

六
十
一
歳
の
年

付

第
五
回
目
の
給
付
金
の
額

� に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
四
第
四
項
の

項
中「
第
二
十
七
条
の
四
第
四
項
」を「
第
二
十
七
条
の
四
第
六
項
」に
改
め
、
同
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
四
項

第
三
回
目
の
給
付

金
の
額
は
、
こ
れ

ら

第
六
回
目
の
給
付
金（
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
六
回
目
の
給

付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
額
は
、
附
則
第
十
二
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

第
三
回
目
の
給
付

金
の
額
に

第
六
回
目
の
給
付
金
の
額
に

第
二
十
七
条
の
四
第
五
項

第
三
回
目
の
給
付

金

第
六
回
目
の
給
付
金

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項

第
一
回
目
及
び
第

二
回
目

第
四
回
目
及
び
第
五
回
目

退
職
し
た
日

年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
翌
日

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
の
項
中「
第
三
回
目
の
給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」に
、

「
第
四
回
目
の
給
付
金
」を「
第
五
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
の
項
中「
第
二
十
七
条

の
六
第
一
項
」を「
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条
の
六
第
二
項
の
項
中「
第
三
回
目

の
給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」に
、「
第
四
回
目
の
給
付
金
」を「
第
五
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
六
第
四
項

第
三
回
目
の
給
付

金

第
六
回
目
の
給
付
金

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
の
項
及
び
第
二
十
七
条
の
七
第
二
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
二
十

七
条
の
九
第
一
項
及
び
第
五
項
の
項
中「
及
び
第
五
項
」を
削
り
、「
第
三
回
目
の
給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」

に
、�
第
二
回
目
の
給
付

金

第
四
回
目
の
給
付
金

�を �
第
二
回
目
の
給

金第
三
回
目
の
給

金

付

第
五
回
目
の
給
付
金

付

第
六
回
目
の
給
付
金

� に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。第

二
十
七
条
の
九
第
五
項

第
一
回
目
の
給
付

金

第
四
回
目
の
給
付
金

第
二
回
目
の
給
付

金

第
五
回
目
の
給
付
金

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項
の
項
中「
第
三
回
目
の
給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」に
、

「
退
職
の
翌
年
」を「
第
二
回
目
の
給
付
金
」に
、「
六
十
一
歳
の
年
」を「
第
五
回
目
の
給
付
金
」に
、「
第
二
回
目
の
給

付
金
」を「
第
三
回
目
の
給
付
金
」に
、「
第
四
回
目
の
給
付
金
」を「
第
六
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七

条
の
十
一
第
四
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
十
一
第
四

項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

第
二
回
目
の
給
付

金

第
五
回
目
の
給
付
金

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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九

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
十
一
第
七
項
の

項
を
削
り
、
同
表
第
二
十
七
条
の
十
一
第
八
項
の
項
中

「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
八
項
」を「
第
二
十
七
条
の
十

一
第
七
項
及
び
第
八
項
」に
、「
第
二
回
目
の
給
付
金
」

を「
第
一
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
、
同
表
第
二
十
七
条

の
十
一
第
十
項
の
項
中「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
十
項
」

を「
第
二
十
七
条
の
十
一
第
九
項
」に
、「
第
三
回
目
の

給
付
金
」を「
第
四
回
目
の
給
付
金
」に
、「
第
四
回
目
の

給
付
金
」を「
第
五
回
目
の
給
付
金
」に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
三
条
及
び
第
四
条（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
法
律（
以
下「
防
衛
省
給
与
法
」と
い
う
。）

第
五
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
以
下

同
じ
。）の
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
三
条
及

び
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
中
自
衛
隊
法
第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
第

一
号
の
改
正
規
定（「
に
係
る
」を「
又
は
次
の
イ
若
し

く
は
ハ
に
該
当
す
る
隊
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
」に

改
め
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
法
第
六
十
五
条
の
十

（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定

公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日

三

第
五
条
及
び
附
則
第
五
条
の
規
定

令
和
十
年
四

月
一
日

2

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
給
与
法

（
以
下「
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
」と
い
う
。）の

規
定
並
び
に
次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
令
和

八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
経
過
措

置
）

第
二
条

第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の

二
か
ら
第
二
十
七
条
の
四
ま
で
及
び
第
二
十
七
条
の
八

並
び
に
附
則
第
十
二
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
五
項
の

規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
以
後
に
退
職
し
た
新
若

年
定
年
退
職
者（
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
若
年
定
年
退
職
者
を

い
う
。
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
退
職
し
た
旧
若
年
定
年
退
職
者（
第
四
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の

二
に
規
定
す
る
若
年
定
年
退
職
者
を
い
う
。
附
則
第
五

条
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
退
職
し
た
新
若
年
定
年
退
職
者
に
対

す
る
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の
三

及
び
第
二
十
七
条
の
四
並
び
に
附
則
第
十
二
項
、
第
十

三
項
及
び
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項

中「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
」と
、「
六
・
四
二

九
」と
あ
る
の
は「
五
」と
、
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給

与
法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中「
九
」と
あ
る
の
は

「
七
」と
、「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
」と
、
第
四

条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
附
則
第
十
二
項
の
表
第
二
十

七
条
の
三
第
二
項
の
項
中「
一
・
八
四
」と
あ
る
の
は

「
一
・
五
三
二
」と
、「
二
・
七
六
」と
あ
る
の
は「
二
・

二
九
八
」と
、
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
附
則
第

十
三
項
の
表
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
項
中「
二
・

五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
」と
、「
一
・
八
四
」と
あ
る

の
は「
一
・
五
三
二
」と
、「
六
・
四
二
九
」と
あ
る
の
は

「
五
」と
、「
二
・
七
六
」と
あ
る
の
は「
二
・
二
九
八
」

と
、
同
表
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
項
中「
九
」と
あ

る
の
は「
七
」と
、「
四
・
六
」と
あ
る
の
は「
三
・
八
三
」

と
、「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
」と
、「
一
・
八

四
」と
あ
る
の
は「
一
・
五
三
二
」と
、
第
四
条
改
正
後

防
衛
省
給
与
法
附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
四

第
一
項
の
項
中「
九
」と
あ
る
の
は「
七
」と
、「
四
・
六
」

と
あ
る
の
は「
三
・
八
三
」と
、「
二
・
五
七
一
」と
あ
る

の
は「
二
」と
、「
一
・
八
四
」と
あ
る
の
は「
一
・
五
三

二
」と
す
る
。

第
四
条

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
退
職
し
た
新
若
年
定
年
退
職
者
に
対

す
る
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の
三

及
び
第
二
十
七
条
の
四
並
び
に
附
則
第
十
二
項
、
第
十

三
項
及
び
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項

中「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
・
二
八
六
」と
、

「
六
・
四
二
九
」と
あ
る
の
は「
五
・
七
一
四
」と
、
第
四

条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中

「
九
」と
あ
る
の
は「
八
」と
、「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の

は「
二
・
二
八
六
」と
、
第
四
条
改
正
後
防
衛
省
給
与
法

附
則
第
十
二
項
の
表
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
項
中

「
一
・
八
四
」と
あ
る
の
は「
一
・
六
八
四
」と
、「
二
・

七
六
」と
あ
る
の
は「
二
・
五
二
六
」と
、
第
四
条
改
正

後
防
衛
省
給
与
法
附
則
第
十
三
項
の
表
第
二
十
七
条
の

三
第
二
項
の
項
中「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
・

二
八
六
」と
、「
一
・
八
四
」と
あ
る
の
は「
一
・
六
八

四
」と
、「
六
・
四
二
九
」と
あ
る
の
は「
五
・
七
一
四
」

と
、「
二
・
七
六
」と
あ
る
の
は「
二
・
五
二
六
」と
、
同

表
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
の
項
中「
九
」と
あ
る
の
は

「
八
」と
、「
四
・
六
」と
あ
る
の
は「
四
・
二
一
」と
、

「
二
・
五
七
一
」と
あ
る
の
は「
二
・
二
八
六
」と
、

「
一
・
八
四
」と
あ
る
の
は「
一
・
六
八
四
」と
、
第
四
条

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
十
一
第
四
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
十
一
第
五

項

第
三
回
目
の
給
付

金

第
六
回
目
の
給
付
金

附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七
条
の
十
一
第
六
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
十
一
第
六

項

退
職
の
翌
年

六
十
一
歳
の
年

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
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改
正
後
防
衛
省
給
与
法
附
則
第
十
五
項
の
表
第
二
十
七

条
の
四
第
一
項
の
項
中「
九
」と
あ
る
の
は「
八
」と
、

「
四
・
六
」と
あ
る
の
は「
四
・
二
一
」と
、「
二
・
五
七

一
」と
あ
る
の
は「
二
・
二
八
六
」と
、「
一
・
八
四
」と

あ
る
の
は「
一
・
六
八
四
」と
す
る
。

第
五
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
給
与

法
第
二
十
七
条
の
三
か
ら
第
二
十
七
条
の
六
ま
で
、
第

二
十
七
条
の
九
、
第
二
十
七
条
の
十
一
か
ら
第
二
十
七

条
の
十
三
ま
で
及
び
第
三
十
条
並
び
に
附
則
第
十
二
項

か
ら
第
十
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
十
年
四
月
一
日

以
後
に
退
職
し
た
新
若
年
定
年
退
職
者
に
係
る
若
年
定

年
退
職
者
給
付
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
退
職

し
た
旧
若
年
定
年
退
職
者
及
び
新
若
年
定
年
退
職
者
に

係
る
同
日
以
後
に
支
給
す
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金

に
つ
い
て
は
、
前
三
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十

二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
四
項
第
二
号
中「
航
空
自
衛
隊
」を

「
航
空
宇
宙
自
衛
隊
」に
改
め
る
。

投
票
者
氏
名

日
程
第
一

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

賛
成
者
氏
名

二
二
七
名

青
木

一
彦
君

赤
松

健
君

浅
尾
慶
一
郎
君

朝
日
健
太
郎
君

阿
達

雅
志
君

有
村

治
子
君

生
稲

晃
子
君

石
井

浩
郎
君

石
田

昌
宏
君

磯
﨑

仁
彦
君

井
上

義
行
君

猪
口

邦
子
君

今
井
絵
理
子
君

岩
本

剛
人
君

い
ん
ど
う
周
作
君

上
野

通
子
君

臼
井

正
一
君

江
島

潔
君

大
�

敏
志
君

岡
田

�
樹
君

小
川

克
巳
君

越
智

俊
之
君

小
野
田
紀
美
君

梶
原

大
介
君

加
田

裕
之
君

片
山
さ
つ
き
君

加
藤

明
良
君

か
ま
や
ち
敏
君

神
谷

政
幸
君

北
村

経
夫
君

木
村

義
雄
君

見
坂

茂
範
君

上
月

良
祐
君

古
賀
友
一
郎
君

古
庄

玄
知
君

小
林

一
大
君

小
林
孝
一
郎
君

こ
や
り
隆
史
君

酒
井

庸
行
君

櫻
井

充
君

佐
藤

啓
君

自
見
は
な
こ
君

清
水

真
人
君

進
藤
金
日
子
君

末
松

信
介
君

鈴
木

大
地
君

鈴
木

宗
男
君

高
橋

克
法
君

高
橋
は
る
み
君

滝
波

宏
文
君

鶴
保

庸
介
君

出
川

桃
子
君

寺
田

静
君

友
納

理
緒
君

永
井

学
君

中
曽
根
弘
文
君

中
西

祐
介
君

西
田

昌
司
君

西
田

英
範
君

野
上
浩
太
郎
君

野
村

哲
郎
君

橋
本

聖
子
君

長
谷
川

岳
君

長
谷
川
英
晴
君

馬
場

成
志
君

東
野

秀
樹
君

福
岡

資
麿
君

福
山

守
君

藤
井

一
博
君

藤
川

政
人
君

藤
木

眞
也
君

船
橋

利
実
君

古
川

俊
治
君

星

北
斗
君

堀
井

巌
君

本
田

顕
子
君

舞
立

昇
治
君

牧
野
た
か
お
君

松
川

る
い
君

松
下

新
平
君

松
村

祥
史
君

松
山

政
司
君

三
原
じ
ゅ
ん
子
君

宮
沢

洋
一
君

宮
本

和
宏
君

宮
本

周
司
君

森

ま
さ
こ
君

山
下

雄
平
君

山
田

太
郎
君

山
田

宏
君

山
谷
え
り
子
君

山
本

啓
介
君

山
本
佐
知
子
君

山
本

順
三
君

𠮷
井

章
君

若
井

敦
子
君

若
林

洋
平
君

脇

雅
昭
君

渡
辺

猛
之
君

青
木

愛
君

石
垣
の
り
こ
君

石
橋

通
宏
君

泉

房
穂
君

打
越
さ
く
良
君

小
沢

雅
仁
君

鬼
木

誠
君

勝
部

賢
志
君

岸

真
紀
子
君

木
戸
口
英
司
君

熊
谷

裕
人
君

郡
山
り
ょ
う
君

古
賀

千
景
君

古
賀

之
士
君

小
島
と
も
子
君

小
西

洋
之
君

�
藤

嘉
隆
君

塩
村
あ
や
か
君

柴

愼
一
君

杉
尾

秀
哉
君

高
木

真
理
君

田
島
麻
衣
子
君

田
名
部
匡
代
君

辻
元

清
美
君

徳
永

エ
リ
君

長
浜

博
行
君

羽
田

次
郎
君

広
田

一
君

福
士

珠
美
君

牧
山
ひ
ろ
え
君

三
上

え
り
君

水
岡

俊
一
君

村
田

享
子
君

森

ゆ
う
こ
君

森
本

真
治
君

山
内
佳
菜
子
君

横
沢

高
徳
君

吉
川

沙
織
君

吉
田

忠
智
君

蓮

舫
君

足
立

康
史
君

礒
﨑

哲
史
君

伊
藤

孝
恵
君

伊
藤

辰
夫
君

上
田

清
司
君

牛
田

茉
友
君

江
原
く
み
子
君

奥
村

祥
大
君

か
ご
し
ま
彰
宏
君

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

参
議
院
会
議
録
第
二
十
五
号

投
票
者
氏
名
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一
一

川
合

孝
典
君

後
藤

斎
君

小
林
さ
や
か
君

榛
葉
賀
津
也
君

田
村

ま
み
君

堂
込
麻
紀
子
君

庭
田

幸
恵
君

芳
賀

道
也
君

浜
口

誠
君

浜
野

喜
史
君

原
田

秀
一
君

平
戸

航
太
君

舟
山

康
江
君

水
野

孝
一
君

山
田

吉
彦
君

秋
野

公
造
君

石
川

博
崇
君

伊
藤

孝
江
君

上
田

勇
君

川
村

雄
大
君

窪
田

哲
也
君

佐
々
木
雅
文
君

里
見

隆
治
君

下
野

六
太
君

杉

�
武
君

高
橋

光
男
君

竹
内

真
二
君

竹
谷
と
し
子
君

谷
合

正
明
君

司

隆
史
君

西
田

実
仁
君

原
田
大
二
郎
君

平
木

大
作
君

三
浦

信
祐
君

宮
崎

勝
君

横
山

信
一
君

青
島

健
太
君

浅
田

均
君

石
井

苗
子
君

石
井
め
ぐ
み
君

猪
瀬

�
樹
君

上
野
ほ
た
る
君

岡
崎

太
君

嘉
田
由
紀
子
君

片
山

大
介
君

金
子

道
仁
君

串
田

誠
一
君

佐
々
木
り
え
君

柴
田

巧
君

石

平
君

高
木
か
お
り
君

中
条
き
よ
し
君

新
実

彰
平
君

松
沢

成
文
君

松
野

明
美
君

安
達

悠
司
君

安
藤

裕
君

岩
本

麻
奈
君

梅
村
み
ず
ほ
君

大
津

力
君

神
谷

宗
幣
君

後
藤

翔
太
君

櫻
井

祥
子
君

塩
入

清
香
君

杉
本

純
子
君

中
田

優
子
君

初
鹿
野
裕
樹
君

松
田

学
君

宮
出

千
慧
君

山
中

泉
君

北
村

晴
男
君

百
田

尚
樹
君

安
野

貴
博
君

尾
辻

朋
実
君

齊
藤
健
一
郎
君

な
が
え
孝
子
君

平
山
佐
知
子
君

福
山

哲
郎
君

望
月

良
男
君

反
対
者
氏
名

一
五
名

岩
渕

友
君

吉
良
よ
し
子
君
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